
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 4月 15 日発行 西神納地域まちづくり新聞 創刊号 

 

西 神 納 地 域 
ま ち づ く り 
協 議 会 

 

 

発 行 

つ な が り の あ る 西 神 納  

西

神

納

地

域

ま
ち
づ
く
り
協

議

会

 

設

立

総

会

開

催 

 

３
月 

日 

、
神
林
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
西
神
納

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設

立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

設
立
総
会
に
は
、
来
賓
の 

大
滝
市
長
を
は
じ
め
、
各
集
落

か
ら
選
出
い
た
だ
い
た
代
議

員
の
方
々
に
出
席
い
た
だ
き
、

出
席
代
議
員
の
方
の
中
か
ら

高
御
堂
集
落
区
長
の
大
嶋 

芳
美
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、

４
つ
の
議
題
に
つ
い
て
審
議
、

承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
「
西
神
納
地
域

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
設
立
準

備
会
の
竹
内
友
二
会
長
（
新
飯

田
）
が
「
こ
れ
ま
で
６
回
の
会

議
を
重
ね
、
１
月
に
は
勉
強
会

も
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昨
年
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
将
来
像
を
『
つ
な
が 

り
の
あ
る
西
神
納
』
と
し
、
基

本
方
針
を
『
話
し
あ
い
、
支
え

あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
地
域
を
目
指
す
』
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
地
域
全
体
の
こ
と
を
住
民

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
明
る

く
住
み
よ
い
、
個
性
豊
か
な
ふ

る
さ
と
と
し
て
、
子
や
孫
に
誇

れ
る
よ
う
な
ふ
る
さ
と
で
あ

り
た
い
と
い
う
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
に
は
、

ふ
る
さ
と
愛
、
生
涯
学
習
、
地

域
ぐ
る
み
の
協
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、

自
分
で
出
来
る
こ
と
、
自
分
の

得
意
な
こ
と
を
無
理
し
な
い

範
囲
で
地
域
づ
く
り
の
活
動

を
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

基
本
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
住
民
の
方
々
が
、
地
域

づ
く
り
に
携
わ
る
こ
と
で
、
地 

域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
の
手

で
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、
共

に
汗
を
流
し
て
、
結
果
を
共
有

し
た
喜
び
を
実
感
で
き
る
ふ

る
さ
と
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
議
題
の
審
議
に
入
り
ま
し

た
。 
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(木) 

 

第
１
号
議
案 

西
神
納
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
規
約 

 

【
抜 

粋
】 

目

的 

西
神
納
地
域
の
住
民
が
つ
な
が
り
を
持
ち
、
地
域

課
題
や
要
望
を
話
し
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
地

域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
地
域
を
実
現
す
る
こ
と
。 

名

称 

西
神
納
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
。 

事

業 

①
地
域
の
課
題
解
決
、
地
域
振
興
及
び
住
民
交
流

に
関
す
る
こ
と
。 

②
そ
の
他
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
、
特
に
必
要
な

こ
と
。 

構

成 

西
神
納
地
域
に
居
住
す
る
人
を
も
っ
て
構
成
。 

役

員 

会
長
１
名
、
副
会
長
１
名
、
監
事
２
名
。 

任

期 

役
員
、
運
営
委
員
は
２
年
。
代
議
員
は
１
年
。 

運

営

委

員 

集
落
区
長
か
ら
推
薦
を
受
け
た
者
、 

名
。 

代

議

員 

集
落
区
長
。
集
落
区
長
か
ら
推
薦
を
受
け
た
者
、

各
集
落
１
名
。 

会

議 

総
会
、
運
営
委
員
会
。 

総

会 

代
議
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
最
高
の
議
決
機
関
。 

運
営
委
員
会 

次
の
事
項
を
つ
か
さ
ど
る
。 

①
運
営
の
基
本
的
な
事
項 

②
総
会
に
付
議
す
る
事
項 

③
事
業
の
実
施
運
営
に
関
す
る
事
項 

④
緊
急
を
要
す
る
重
要
事
項 

⑤
そ
の
他
必
要
な
事
項 

事

務

局 

円
滑
な
運
営
の
た
め
事
務
局
を
置
き
、
神
林
支
所

地
域
振
興
課
職
員
を
充
て
る
。 

会

計 

地
域
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
、
そ
の
他
収
入
を
も
っ

て
充
て
る
。 
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話しあい、支えあい、安心して暮らし続けられる地域を目指して 

  

南

田

中 

小
野 

力 

佐
藤 

正
樹 

牧

目 

河
内 

雄
介 

河
内 

恵
太
郎 

九

日

市 

登
坂 

仙
ェ
門 

森
田 

茂
巳 

松

喜

和 

齋
藤 

美
千
男 

磯
部 

芳
朗 

今

宿 

平
山 

稔 

三
科 

徹 

大

塚 

鈴
木 

和
紀 

鈴
木 

康
之 

潟

端 

佐
藤 

稔 

高

御

堂 

平
山 

和
幸 

小

口

川 

鈴
木 

佐
登
志 

髙
橋 

俊
之 

新

飯

田 

竹
内 

友
二 

竹
内 

徹 

岩
船
駅
前 

木
村 

誠
治 

髙
橋 

伸
行 

第
２
号
議
案 

西
神
納
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員 

  
協
議
会
役
員
に
次
の
方
々
を
選
出
し
、
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  
 
 

会 
長 

 

竹
内 

友
二
さ
ん 

 

（
新
飯
田
） 

 
 
 

副
会
長 

 

登
坂 

仙
ェ
門
さ
ん 

（
九
日
市
） 

 
 
 

監 

事 
 

笠
舛 

光
記
さ
ん 

 

（
岩
船
駅
前
） 

 
 
 

監 

事 
 

田
中 

守
さ
ん 

 
 

（
牧 

目
） 

  

第
３
号
議
案 

西
神
納
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画 

  

第
４
号
議
案 

平
成 

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算 

  

ご意見・ご感想・問い合わせ 

【事務局】 

◆村上市 神林支所 

地域振興課 自治振興室 

担当：田村 政和 

◆電話・告知端末 

６６－６１２２ 

◆自治振興室メール 

k.shinko－chiiki@city.murakami.lg.jp 

運
営
委
員
紹
介
（
敬
称
略
） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

■計画期間 

 平成 24年度から平成 26年度までの３年間 

■将来像（スローガン） 

 『つながりのある西神納』 

■基本方針（目標） 

 「話しあい、支えあい、安心して暮らし続けられる地域を目指す」 

■事業計画年度 

平成24年度 平成25年度 平成26年度

 集落内交流事業の実施

 地域交流事業の検討・実施

 地域課題、解決策の検討・試行

事　　業　　項　　目
実　　施　　年　　度

 

西 神 納 地 域 

まちづくり計画（概要） 

24 

【収　入】 単位:円 【支　出】 単位:円

科　目 予算額 説　　　　　明 科　目 予算額 説　　　　　明
交付金 1,334,000 地域まちづくり交付金 報　償 219,000 会長・副会長・監事・運営委員
繰入金 20,377 まちづくり組織設立準備交付金 会議費 20,000 お茶代等
諸収入 623 利息等 事務費 46,000 事務用品・印刷費等

研修費 70,000 視察研修等
事業費 800,000 各集落事業・体育祭等
予備費 200,000

合　計 1,355,000 合　計 1,355,000

 

取 組 項 目 実施時期 備　考 取 組 項 目 実施時期 備　考
体育祭の検討・実施 10月 地域全体 花いっぱい運動 6月 今宿
地域交流事業 未定 地域全体 神楽 9月 今宿
神林地区敬老会参画 6月 対象者 収穫感謝祭 10月 今宿
憩いの公園整備 7月頃 南田中 賽の神 1月 今宿
コミュニティ準備会 未定 南田中 花いっぱい運動 4月頃 大塚
七夕まつり 8月6日 牧目 集落センター整備 6月頃 潟端
神楽前夜祭 8月30日 牧目 公園植栽整備 7月頃 潟端
神楽 8月 九日市 花いっぱい運動 6月頃 高御堂
収穫感謝祭 10月 九日市 空き缶拾い 4･8月 高御堂
お幕場ウォーキング 9月 松喜和 集落交流会 8月下旬 小口川
納涼祭 8月 松喜和 健康料理教室 2月下旬 小口川
環境整備 4･8･10月 松喜和 花いっぱい運動 6月17日 新飯田
芋煮会 10月 松喜和 集落交流会 7月28日 新飯田
さなぶり 5月 今宿 自主防災組織の充実 6月頃 岩船駅前

 ■ 収 支 予 算 

■ 事 業 計 画 


